
滝山トンネルを施工しております安藤ハザマ・大晃工業JVです。

滝山トンネルは街路滝山桜谷線の一部として建設されるトンネルで全長は３１１ｍです。

工事の計画といたしましては、６月末より岩倉側よりトンネルを掘り始め、１２月初め

には滝山側に貫通、その後トンネル内でコンクリートや舗装などの工事を行い、来年５月

に完成する予定です。

　今後、工事の進捗状況は『滝山トンネルニュース』として皆様にお知らせしていく予定です。

工事を行うにあたり、安全・環境対策には万全を期していく所存です。

これからもどうぞよろしくお願いいたします。

滝山トンネルニュース Vol.1

終点側（岩倉側）トンネル入口部分の現況写真です。

トンネルを作るための様々な設備を設置しました。 仮設備ヤード(岩倉側)の全景です。防音壁に囲われています。
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ロードヘッダーといわれる専用掘削機でトンネルを掘削しています。

濁水をきれいにする設備

吹付コンクリート製造設備

掘削土仮置き用

防音ハウス

防音壁

平成２６年６月２６に安全祈願祭を終え、翌２７日よりトンネルの掘削（昼間作業）を

開始いたしました。

現在、トンネルは約５０ｍ掘り進んでおります。夏季休暇明けより、トンネル入り口部

分に防音対策として鋼鉄製の扉を設置した後、８月２１日より２４時間体制での掘削

作業を開始いたします。

また、トンネル出口側（滝山側）におきましては、１２月初のトンネル貫通に向けて

坑口の伐採や掘削工事などの準備に着手します。

現在の
工事状況です
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トンネルの出口部分の法面を保護する工事です。

トンネルの掘削に必要な設備を設置する工事です

ロードヘッダーという専用の機械で掘削する工事です

トンネルの出口部分（滝山側）の土砂を取り除く工事を開始します。

夏季休暇(8/10‐17）

昼夜施工開始（24時間体制）で作業を行います

トンネル入り口に機械の騒音を低減する扉を設置します

河原町まで土砂を運びます

【８、９月度 工事工程】

岩倉側滝山側

滝山トンネル Ｌ=３１１ｍ

掘削進捗 ４６．７ｍ（７月末現在）

【工事進捗図】


